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丘と周濠部分での明らかな土色の違いを認識す
ることができた。また後方部の東西では、それ
ぞれ周濠部分をトレンチ状に掘り下げている最
中であった。周濠は墳丘に沿って凸型を呈して
おり、後方部側が広くなっている。後方部の最
も大きな部分で幅 ｍ、前方部で幅 ｍをはか12 2
り、深さは後方部で現在掘り進めている段階で
1.3 4ｍ以上 との事である トレンチを覗くと、 。 、
～ 枚の土層が堆積しているのが見えた。上層5
からは 世紀中頃のものとみられる須恵器が見7
つかり、周濠の埋没時期はほぼ判明したが、肝
心の最下層からはあまり遺物は見つかっていな
い、という話であった。また東側の周濠内でピ
ット状の遺構が検出されていた。トレンチ断面
部にもその痕跡が見られ、周濠を点々とピット
が取り囲んでいた可能性も考えられる。
古墳の調査経過を説明する中で、植田さんは

亀塚古墳と斗西遺跡・乎加神社の興味深い関連
性を述べておられた。亀塚古墳の被葬者は斗西
・中沢集落の発展に大きく関与した有力者であ
っただろう。斗西遺跡で見つかった土器・木器
・石製模造品などを使った水辺祭祀の遺構は、
遺跡の東側にあって亀塚古墳を望むことのでき
る位置にある。亀塚古墳は祭祀の対象となった
のではないか。また亀塚古墳の周濠が最終的に
埋没する時期を境にして乎加神社が成立したの
ではないのだろうか。という非常に魅力的な考
えであった。亀塚古墳に接して暮らしていたこ
の地域の人々の生活の一端を浮き彫りにするも
のであろう。
ここで気のついたことがいくつかある。まず

亀塚古墳の立地である。斗西集落から ｍ離200
れたこの地を墓地と定めたのには、おそらく集
落との隔絶性を持たせる意味合いがあったのだ
ろうが、亀塚古墳の後方には和田山がそびえて
いる。この丘陵を利用しなかったのは、平地に
築造する必要性があったからであろうか。
近年、前方後方形周溝墓とよばれる遺構が滋

賀県・愛知県で多数発見されている。滋賀県で
は庄内式古段階ごろ湖北・湖東地方に出現し、
その後湖南地方（野洲川流域）に集中して見ら
れる（註 。これら周溝墓の中には亀塚古墳同1）
様に墳丘をもつものもあっただろう。いずれに
しても平地に築造する前方後方墳の例である。
さらに亀塚古墳と隣接する地域に広がっている
ことも見逃せない。対して最近調査されている
ほぼ同時期の前方後方墳、湖北地方の小松古墳
や湖西地方の熊野本 号墳は丘陵上に造られて6
いる。墳墓立地の選択には地域性があったのだ
ろう。

また、亀塚古墳の墳丘が残っていること、そ
の母体集落である斗西・中沢集落が近接するこ
とからいろいろと考えを巡らすことができる。
例えば斗西集落から亀塚古墳を望んだ場合、常
に左に後方部をもつ形に見えていたことにな
る。このことから亀塚古墳では、ひょっとする
と前方部ではなくて「側面」を正面として意識
していた可能性もある。前方後方（円）墳を最

、「 」 （ ）も大きく感じるのは 側面 方向から後方 円
部と前方部の両方を見た時であり、逆に前方部
から望む場合は、巨大な古墳になるほどその大

。 、きさは実感しにくいのではないだろうか 今後
古墳の正面観を再考してみたいと思う。
さらに亀塚古墳は、版築による墳丘の造成や

構築墓壙など一般的な「古墳」に通有な築造方
法をとっている可能性もある。箸墓古墳の築造
以後の墳墓を古墳とする現在の流れの中では、
庄内式期の築造と考えられる亀塚は「古墳」と
は呼べないことになる。近年次第に数を増やし
つつある庄内式期の「古墳」とともに考え直す
必要があるだろう。
今回の亀塚古墳の見学を通じて、色々と考え

、 。させられる所が多く 意義のあるものであった
亀塚古墳は来年度、主体部の発掘に取り掛かる
予定だと聞く。また新たに我々の予想しない事
実が次々と判明することであろう。調査の結果
に期待をしつつ静かに見守っていくことにした
い。

註
）佐伯英樹 「前方後方形周溝墓 『滋賀考古』第 号1 1999 21」

pp.41~46
1995宮崎幹也

「近江地域の前期古墳の動向―近江の前方後方墳を考
える― 『前方後方墳を考える』第 回東海考古学フ」 3

pp.229~232ォーラム

安土城考古博物館見学記
柳生 俊樹修士 年2

今回の見学実習の最後の目的地が、滋賀県
立安土城考古博物館である。小雨の降る中、
予定より遅れ 時過ぎに到着。館前での記念撮16
影後、見学に臨んだ。幸運にも、学芸員の方
に解説していただけることになっていたが、
今回、我々を迎えてくださった北村圭弘さん
は、金沢大学文学部考古学コースの卒業生で
ある。
安土城考古博物館は滋賀県蒲生郡安土町に

あって、その名の通り、織田信長の居城、安
土城のお膝元である。安土城だけではない。
博物館の周辺地域は、非常に歴史的意義の深
い土地柄である。博物館の東隣には六角氏の
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巨大な山城、観音寺城もある。さらに、その
南に瓢箪山古墳、北に大中の湖南遺跡（弥生
時代）があって、古代から近世にかけての多
くの史跡に恵まれており、考古・歴史系の博
物館の所在地に相応しい。安土城考古博物館
はこうした環境の中で、文化財の調査・研究、
各種の学習のための拠点として幅広い活動を
展開している博物館である。
常設展示スペースは、二つのセクションに

。 、 ）分かれている 先にふれた史跡群にちなみ 1
大中の湖南遺跡と瓢箪山古墳とを中心とした
弥生・古墳時代をテーマとする第 展示室、 ）1 2
観音寺城と安土城を中心に城郭をテーマとし
た第 展示室、 ）遺物の調査・整理作業を見2 3
学できる回廊展示、がある。

滋賀県立安土城考古博物館 全景

第 常設展示室は、室内の左右でそれぞれ弥1
生時代、古墳時代の二つに分かれている。弥
生時代コーナーでは木製農具・銅鐸等が展示
され、復元図や人形を駆使し、当時の農耕社
会の生活の様子を紹介している。古墳時代コ
ーナーでは、滋賀県内最古で最大の前方後円
墳である瓢箪山古墳の石室の実物大模型や各
地の古墳出土品（馬具・武器・装身具など）
の実物や復製品の展示があって、日本史上に
おける滋賀県の位置を示している。学生たち
の中でも、弥生時代、古墳時代に関心を持つ
者はかなり多い。各自の関心に沿って、展示
物の前に足を止めていた。
第 常設展示室では、中世から近世に至る城2

の歴史がテーマとなる。地元観音寺城や安土
城の調査成果、織田信長の人となりに様々な
角度から迫った展示が素晴らしい。入り口左
手上方に、戦国時代城郭の「砦の門」の復元
模型があって目を引く。キャプションによれ
ば、越前朝倉氏に伝わる『築城記 （中世城郭』
築城の教科書）に依った、とのことである。

安土城だけではなく、小谷城関係の展示もあ
って、 一通り見てまわることで中世から近世
にかけての城郭に関する知識を得ることがで
きる。
回廊展示では、出土品の調査整理・復元作

業を中庭に面した回廊から見学できるという
もの。考古学研究の、現場の一端を垣間見る
ことができるわけである。 閉館時間ギリギリ
であったためか、作業の様子はあまり見られ
なかったがこのような試みは興味深いものが
ある。
ところで、第 常設展示室の中央には 種類2 3

1の長槍の複製品が置かれていた。そのうちの
本は、一体どうやって使うのかと思うような
長大な槍で、信長軍の装備と伝えられるもの
である。この長槍をめぐって、数人の学生の
間で、ちょっとした議論が展開された。
思わず手にとってしまうが、当然のことな

がらかなり重い。これを構えるとなると、相
当の労力であったに違いない。あまり実用的
とは言えそうにないし 「実戦用ではなく儀礼、
用では？ 「文献の誇張を真に受けた誤りだろ」
う 「城に攻め寄せた敵を刺すには長いほうが」
好都合だ」といった意見が出された。
このような長槍の使用については、私の研

究テーマと重なる部分もあるので、興味を引
かれる。時代も地域も大きくかけ離れるが、
西アジアの事例を参考に、この長槍について
考えてみよう。
西アジアでは、パルティア・ササン朝時代

に製作された「騎馬戦勝図浮彫」が多数知ら
れている（註 。1）
騎馬の帝王が長大な槍で敵を叩き落とす、と
いう勇壮な光景を描くものである。また、図
像以外にも、ローマ時代の文献に、パルティ
アやササン朝の重装騎兵についての記述があ
る。この時代、従来からの弓矢を中心とした
軽装騎兵に加えて、人馬ともに甲冑に身を固
め長槍を持った重装騎兵が出現し、戦場の花
形となっていたのである（註 。2）
イスラム以前の西アジアでは、まだ鐙が知

られていなかった。そのため、長槍の重装騎
兵の威力について、疑問視されることもある。
鐙なしでは、敵に激突した際の衝撃を十分に
吸収できない（註 。馬上で長槍を効果的に3）
操ることができないわけであるから、帝王騎
馬戦勝図など文字通り絵空事である、と。
しかし、馬上で長大な槍を操ること自体に、

戦士的勇気が見出されていたのではないか。
ローマ側の記録によれば、長槍を持った重装
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騎兵が戦場で活躍していたことは事実である。
重装騎兵自体は、決して絵空事ではない。技
術的な理由によって、重装騎兵の威力を軽視
するのは誤りであろう。むしろ、技術的に困
難であることが重要なのではないか。ある技
術の習得が困難であればあるほど、習得した
者への畏怖の念は増すことになろう。である
とすれば、重装騎兵の威力についても、物理
的なものと同時に、心理的なものもあったの
ではないかと考えられる。
ここで、もう一度、信長軍の長槍に戻る。

扱いにくいからと言って、単純に、不正確な
復元であるとか、実戦用ではない、といった
断定もできまい。極端に長大な槍を装備する
こと、それ自体に重要な意味があったかもし
れないのである。私は、以上のように考える。
さて、最後に、印象に残った点について書

いておこう。ここでは、復元図や人形、模型、
実際に手に取ることのできる複製品を駆使し
た展示が多いことが、特に印象に残った。遺
物は、かつて作り使われた各種の道具・物質
文化の「化石」である。従って、遺物を残し
た人々の、生活・文化・社会的なコンテクス
トに照らしてこそ、その遺物の歴史的な意義
付けができるわけである。遺物が、ガラスケ
ースの中に並べられただけでは、単なる鑑賞
の対象、骨董品でしかなくなってしまう。見
学者に展示品の持つ意味や重要性を正しく伝
えるためには、こうしたものの活用は大きな
意味があると思われる。残念ながら、時間の
関係で、少々慌ただしい見学ではあったが、
有意義なものであった。また、卒業生の活躍
の一端に触れることができたのも、大きな収
穫であろう。

註
１）深井・田辺 参照1983:120-139

1977２）相馬
３）だからこそ鐙があったはずだ、という主張もある（増
田 。しかし、今のところ、実物・図像ともに知ら1970:155）
れていない。
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見学した博物館の展示について
宮澤 麻理3年

月 日に、滋賀県への見学実習があり、滋11 29
賀県立琵琶湖博物館と、滋賀県立安土城考古
博物館、そして能登川町神郷亀塚古墳の発掘
現場を見学した。ここでは つの博物館につい2
て、その展示の方法に注目して感想を述べた
いと思う。
最初に見学したのは滋賀県立琵琶湖博物館

である。 展示室：琵琶湖のおいたち、Ｂ展示A
室：人と琵琶湖の歴史、Ｃ展示室：湖の環境
と人々のくらし、Ｄ展示室：淡水の生き物た
ち（水族館 、という構成となっている。博物）
館全体の規模が大きいことにまず驚いた。 展A
示室では、約 億 千万年前からの自然環境の2 5
変遷や、研究・調査現場の再現、化石・岩石
・鉱物の標本などが紹介されている。研究・
調査現場の再現は、展示として示される研究
結果が、どのようにして導き出されるのかを
知ることができるので良いと思った。Ｂ展示
室では、世界最大規模の淡水貝塚「粟津貝塚」
のはぎとりや丸子船の複製が目を引いた。ま
た琵琶湖の大洪水に関する展示では、床に物
差し状の柱が立ててあり、天井近くに木の枝
などを水面に浮いているかのように設置して、
洪水時の水位の高さを示しているのが面白い
と思った。Ｃ展示室では水道が設置される以
前の家庭の様子などの復元や、琵琶湖の自然
環境など、幅広く展示が行われていたが、時
間不足ですべてを見ることができなかった。
どの展示室でも展示品を見るだけでなく、

実際に触れてみたり、動かしてみたりといっ
た工夫が随所にみられ、幅広い年齢層の人が
楽しめる展示となっていたと思う。また導線
がはっきりしており見学順序が分かりやすか
った。機会があればまた訪れたいと思った。
神郷亀塚古墳の発掘調査現場見学後、最後

に滋賀県立安土城考古博物館を見学した。弥
生・古墳時代がテーマの第 常設展示室と、安1
土城を中心とした中世から近世の城づくりを
展示した第 常設展示室がある。博物館の概要2
を説明していただいてから、展示室を見学し
た。第 常設展示室では、弥生時代の農具や古1
墳時代の装飾品、馬具などを実際に使用した
様子が、人形によって再現されていた。また、
古墳の石室も復元模型があり、理解しやすい
のでよいと思った。第 常設展示室では、安土2
城跡の発掘調査によって本来の大手道が明ら
かになった過程が模型で説明してあり、興味
深かった。しかし、織田信長の描写に関する


